
令和６年度第１回香南市総合教育会議 

 

１．開催日時 令和６年８月１５日（金） 午後１時３０分～ 

 

２．開催場所 本庁舎 ６階 会議室６０４・６０５ 

 

３．議題 

（１）ジェンダーレス制服について 

（２）公共施設等マネジメントについて 

（３）香南市学校等の規模適正化等について 

（４）食育について 

   ・農業公社と連携した特別栽培米（減農薬米）の学校給食への提供について 

   ・給食の残食に対する取組について 

（５）その他 

 

４．出席委員 

  教育委員       百田 久範 

  教育委員       中元 啓惠 

  教育委員       森本 美穂 

  教育委員       亀川 孝志 

  教育長        三木 守 

  香南市長       濱田 豪太 

 

５．説明のため出席した者の職氏名 

  教育次長       門脇佐代子 

  学校教育課長     小松 昌司 

  生涯学習課長     山崎 正博 

  こども課長      猪原 加江 

 

６．事務局職員の職氏名 

  総務課長       北村 浩司 

 

７．傍聴者  ６名 

 

８．議事の経過の概要 

  次のとおり 

  



○北村総務課長 

ただ今より、令和６年度第１回香南市総合教育会議を始めさせていただきます。私は進行を務め

ます総務課長の北村と申します。どうぞよろしくお願いいたします。会に先立ちまして、市長の方

よりご挨拶を申し上げます。 

 

○濱田市長 

皆様、改めましてこんにちは。教育委員の皆様には第１回の香南市総合教育会議ということで、

８月１５日の大変お忙しい中お集まりいただきまして心より感謝を申し上げたいと思います。また、

第１回目がこのように遅くなりましたことを、個人的にはもう少し早い段階でもう少し回数をと思

っておりましたが、なかなか私の日程も取れず遅くなりましたことをお詫び申し上げたいと思いま

す。 

では、まず第一に、今日話をさせていただきたいのが、大変喜ばしい話題でありますが、ご承知

のとおりパリオリンピックで櫻井つぐみ選手が金メダルを取りました。櫻井選手と言えば、野市小、

野市中とこの香南市で育ち、このようなまさに世界一の選手が我々香南市から排出されたというこ

とは本当に誇りに思いますし、何より香南市の子どもたちの新たな目標といいますか、自信につな

がるのではないかと思います。今後櫻井選手につきましては、これからですね、まだ、こちらに戻っ

てこれるような状態ではないというふうに聞いておりますので、それなりにしっかりと香南市として

も、お祝い等をできればという風に考えております。 

そして、今回の総合教育会議、様々なテーマで議題を上げさせていただきました。昨年からの引き

続きの事もありますし、そしてまた新たに取り上げる問題もあります。それぞれにつきまして、忌憚

ないご意見をちょうだいできればと思います。 

ご承知のとおり現在、物価高が続いております。こういった社会情勢の劇的な変化っていうもの

が、子どもたちに与える影響というのがどのようなものになるのか特に経済的に困窮し、そしてまた

苦しい状況のご家庭で、これ全てのご家庭がそうだと思いますが、そのしわ寄せが子どもたちに極力

行かないように、そして、このような異常気象の中におきまして、熱中症の対策、暑い中様々なこと

を子どもたちもされていることに対しましても、我々も教委と市長部局が一緒になって取り組んでい

かなければならないというふうに承知しております。そういった意味におきまして、本当に今回の第

１回総合教育会議が実り多きものになるように、ご協力のほどお願いを申し上げまして私からのご挨

拶とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○北村総務課長 

それでは、順次進めてまいります。まず一つ目の議事につきましてジェンダー制服についてとい

うことで説明をお願いいたします。学校教育課長、よろしくお願いします。 

 

○小松学校教育課長 

 はい、ジェンダー制服については香南市では中学校の方で検討しているところで、まず先行して

進んでいるのは香我美中学校で、令和７年度に追加の制服でブレザー、スラックス、スカートとい

うものを現在の制服よりも安価ということもありますし、ブレザーがボタンも右、左と入れ違えて

どちらでも使えるというようなこともあって、追加制服なので、今までの制服も着ることができる



ということで、ネクタイ、リボンをどんな風にするのかアンケートを１２月頃までにとって、その

後、６年生の体験入学が１２月にあるので、そこでお披露目し、１月には注文をとって７年度にス

タートしたい計画で進めています。 

野市中学校は生徒会主体で考えているところで、同じような制服、ブレザー等の形を提案し、ア

ンケートもとって進めています。同じように赤岡中、夜須中も検討しているという状況です。 

 

〇北村総務課長 

ありがとうございました。 

そしたら、そのことにつきまして委員の皆様からご意見ご質問等いただいたらと思いますが、ど

なたかいかがでしょうか。 

 

〇百田委員 

 香我美中学校は前向きに、金額もこれから最終的に決まる。小学校も夜須以外今は私服になって

いる。以前は香我美小学校も標準服で皆一緒だったが、こういった流れで。それに加えてポロシャ

ツを子どもたちがいつでも着れるようになって、黒色とか下着の色も見えにくい配慮にもなったが、

先程市長が言われたように経済的な余裕があるかないか、全てそろえてくれるのは有り難いが、か

なりの金額になる。 

 

〇森本委員  

このこと自体には賛成というか、新しい時代で制服も古いものから変わるということで、まった

くないんですけど、生徒さんたちが主体で決めているというところに。中学生ですし、制服をこれ

にするとか、やるかどうかそういったことは子どもたちが決めて、それがいいと思うんですけど、

スケジュール感、その辺りを学校がどれくらいを子どもさんに任せるのか、それがどうなんだろう

という風に思いました。さっきの経済的な理由とおっしゃいましたが、いつ頃頼むのか中途半端な

時期だと古い制服を買った方が次の年にまた買い足すとか、その辺が気になりました。 

 

○小松学校教育課長 

先程のスケジュール感では、香我美中学校は学校運営協議会、ＰＴＡと相談しながら進めており、

来年度のスタートに合わせたいとのことです。全ての人が買うわけではなく、追加購入なのでそれ

で進めていきたいとしています。 

野市中学校は、今年度は話合いを生徒会中心にしています。それの課題を生徒会として引き継い

でいくというスタンスで、急に進めるというよりかは、学校運営協議会、ＰＴＡとかにも相談し進

めていっているということです。 

 

〇濱田市長 

 はい、まずこのジェンダー制服ではなく、ジェンダーレス制服ですので。そこは、ジェンダーは

性差のことですので、性差を無くした制服ということで、資料の言葉が間違ってますので訂正した

いと思います。 

それとですね本当に進んでると思いますが、私としては私の感覚では遅いなというふうに正直思

ってます。７年度からは香南市内全部、少なくとも中学校でできたらなと、私もそもそも去年の総



合教育会議から今年度くらいの勢いでお話してますのでやってもらいたいなと。 

様々、今回のオリンピックでもですね、性差、ジェンダーについて様々ちょっとこれ、議論をい

ろんな立場、いろんな視点であると思いますが、そういう中において、もう現実というのは、我々よ

りかはるか先、まず現状よりはるか先に、進みつつある中において、子どもたちが特に、生徒会中心

に話していただくっていうのもいいんですけど、逆に言うと、生徒会を中心で話していくと、すごく

子どもたち自身に、迷わしてしまうんじゃないか、迷わすというか考えることは大事なんでしょうけ

ど、そこでこう、かえって混乱というか、いろんな問題が起こるんじゃないかなと私は個人的に心配

してますので、できれば何て言うかもう少し教育委員会も促してあげるというか、そのジェンダーの

中で、性的マイノリティの方たちだけじゃなく、例えば一つの例で言うと、野市中学校が今現状で男

子生徒の制服は半袖があるんですけど、女子の制服は半袖がないとかですね、それで、子どもたちか

ら暑いと。男子だけ半袖でいいなという話で、体操服で通う時がラッキーだという子どもたちの声な

んかもあるわけで、そういうところを考えると、いわゆる性的マイノリティの方々へのという、そう

いう視点も一つ、そもそも物理的に具体的に例えば短パンを導入するとかですね、この気象状況を特

に夏場の状況の中で、現状の、確かに今の野市中に通う子を見てますから、なかでも夏場でも長袖で

のジャージを着て通う子なんかもよく見ますし、日焼けをしたくないとかいろんな理由はあると思い

ますけど、選択肢をより増やしていってあげたいというのは、一つこのジェンダーレス制服というの

がいいきっかけになると思いますので、それについて早めてほしいなと。もう少し具体の、現に困り

ごとじゃないですが、そういうこともより学校側に拾い上げて子どもたちに上手に促すというか上手

に説明できるようにしてもらえたらなと思いますので、引き続き前に進むように、話してもらいたい

と思います。 

 

〇北村総務課長 

他にご意見等ございませんでしょうか。 

よろしいでしょうか。 

そしたら次の議題に移ります。 

公共施設等マネジメントについての説明をお願いします。 

 

〇山崎生涯学習課長 

まず委員の皆様には、この資料は事前にお渡しして、事前にお話もさせていただいたこともござい

ます。そのことも踏まえて、市長の意見としての議題として進めていただきたいと思います。 

すみません、まずですね、香南市の実態として今どのように事業を進めているかということも踏ま

えて資料をご提示させていただいております。事前にお配りしている資料の中に、１番の公共施設等

の適正配置に関する方針、これは令和６年５月に一部訂正しております。それと２番目に概要版があ

りまして、３番目が香南市の公共施設のあり方について、市民説明会、これが４月２２日夜須公民館

をスタートし４月２６日まで、各公民館があったという状況の報告。それと４番が、この内容を踏ま

えて、説明会でご意見いただいた内容を報告書という形で、まとめた内容がございます。これもホー

ムページに載せて、皆さんがいつでも見えるような状況になっていると。それと、５番目からは施設

の一覧となりまして、ご要望ありました、各施設に分かりやすい資料があったらいいということで、

赤岡、香我美、野市、夜須、吉川という形の資料で、資料の一番のところに記載させていただいてる

内容でいきますと６から１０番が各個別の資料、１１番が生涯学習管轄の施設ということでご報告さ



せていただきます。全部で６９施設ございます。 

この中で、この説明会の中でも、契約管財課の別役補佐の方からも説明ありましたが、ＡＢＣＤの

自己評価というものがございます。その中でＡとＤだから、Ｃだからという話よりも、まずは耐用年

数が経ったものについて、それと利用率がどうだか、という話も踏まえて、なかなか古いもので利用

されてない施設につきましては、今後改修も含めてどうするかってことも地域の方々と話を進めなが

ら、最悪の話でいきますと、それはそれを取り壊しするのか、統合していくのかを踏まえて地域へ説

明していくということになっております。 

生涯学習課の方針につきまして、まず報告をするのが、まず８月２３日に、夜須地区のまちづくり

協議会の方々へ、事前説明会をします。これは夜須地域の中で、集会所施設が全部で１７施設ござい

ます。その内容について、個別で地域を回らせさせていただいて、地域個別単位でお話をさせていた

だくことの了解いただきまして、その後に日を決めてという形でスタートします。本来ならば、最初

は吉川を実施する予定でしたが、まちづくり協議会の日程が合わなくて、９月の上旬のまちづくり協

議会で説明をさせていただいて、その後に地域を回るというふうに決めさせていただいております。 

ですが、実際の話として、この内容見て、財政の問題も記載させていただいております。それと企

画財政課が野市の場合は、企画財政課長から１時間ぐらい話があったのかな、説明があって、今の状

況報告したときに、なかなか新しい施設をどんどん作っていく状況ではないと、難しい状況に至った

という話もありましたので、あまりこう前向きな話ばっかりして、先送りするのは難しいかなという

ふうに思っております。ですから、話し方っていうのは、市民と向き合いながら、いつのタイミング

かという話も、きっちり話をさせていただきたいと思っております。 

なぜならば、ここには人口動態の話が載っております。今から２０５０年には２万４千人ぐらいの

数値になるということが、実際、これはもう決まっております。それと日本全国でいきますと８，９

００万という数字もこれも実際まだ子どもたちが生まれてない状況下では、そのゴールが決まってい

る中で、公共施設をどういうふうに位置付けていって、どういうふうな立ち位置として構えていくか

ということも踏まえて、各地域にちょっと腹を割って話をしていきたいというふうに思っておりま

す。 

生涯学習課所管の施設が、今回の適正化対象施設が３００以上ございますけれども、市民の利用す

る場所として一番直結している施設ですので、本当に何度も話をして、方向性を近いうちに決めて、

今から２６年後になりますか、２０５０年がゴール。その時期にはどうなっていくのかということを

想像させながら、私たちも想像しながらちょっと話をしていきたいとは思っております。 

すいません、個別の説明につきましては、議員の方もおられますけども、今までも説明をしており

ますし、教育委員会の中でも、事前に説明も皆さんにしておりますので、生涯学習課の進め方として

は以上というふうになります。 

よろしいでしょうか。 

 

〇濱田市長 

 では今回、総合教育会議の場で、公共施設等のマネジメントについてお話をさせていただきました

のは、やはり教育委員会の中で、先ほど山崎課長からもお話ありました、それぞれ教育委員の皆様に

はですね、ご説明、そしてまた進捗等も含めて、個別にはご説明をしておるというふうに聞いており

ますし、その中でやはり、この施設の数であったり、それぞれ地域に、この香南市内に３００を超え

る施設がある。そして、かつてはですね、やはりそれぞれの地域に、地域によって地域でその施設と



いうのがやっぱり必要であり、そしてまた、使われる、そういった中で、地域になくてはならないも

のであったし、この現状、今の香南市があるのはそういった施設を使って、地域がそれぞれに発展し

てきたおかげであるということは承知をしております。そしてまた大切であるということは、よく理

解をしておるつもりであります。 

しかし先ほど生涯学習課長からもお話ありました、我々、今財政、これからのですね人口減少社会

っていうものを一定、念頭に置いて、この香南市というものが、持続可能な都市として、市として残

っていく、そのためにはですね、やはりこれまでも続けていたものをそのまま持ち続けていくという

のは非常に厳しいということが、もう差し迫った課題であります。 

特にこの総合教育会議でこれを取り上げるということは、そのしわ寄せというのが誰に最も影響が

あるかというと子どもたちであります。子どもたちが、１０年後２０年後の青年になり、大人になっ

ていく中において、その時に、より、その時はある程度一定想定した中で、我々が子どもたちに何を

残していくか、何を残せるのかということを、今先ほどの生涯学習課長のお話あったとおり、それぞ

れ所管する課が地域に入り、地域の方々とともに、お話をさしていただいてます。それはですね、や

はり大きな目的という意味においては、子どもたちにしっかりと受け継いでもらえる施設のあり方、

公共施設のあり方とそしてまた、今の今、そしてまたこれから１０年２０年先の、香南市がどのよう

な、どうなっているのか、どういう未来であるのかということなんかを踏まえた話をしなければなら

ない。それを今までなかなか、こういう具体的な形で、公共施設等のマネジメントという形として取

り組んできてなかったので、今回、改めて見つめ直すというか、もう国からの総合公共施設総合管理

計画っていうのがそもそもあった上で、それを行ってみた中でやっぱり全国の中でも、同規模自治体

では我々の持っておる公共施設が多いであったり、そしてまたやはり皆様も香南市内にお住まいの中

においてですね、明らかにかつては使っていた施設であっても今現在、残念ながら使われてない施設

等もたくさんあると思います。そしてまた、かつて必要であった、しかし、今はそのもの自体が、こ

う一定役割を終えておる。そしてまたさらには、今、必要であるものだっていうのも、逆にはあると

思いますので、そういったことをより早めに、今我々が様々まだ対処できるであろう、財政力であっ

たり、マンパワーを持ち合わせてる今だからこそ、それを話す絶好の機会ではないかと思いまして、

この公共施設等マネジメントを始めましたので、これについて個々に委員さんは説明を受け、それぞ

れのご意見あると思いますし、それを今この場でこの各施設について、個別にどうこう言う場ではな

いことも承知しておりますが、こういったことを我々の意思として今始めておりますので、教育委員

の皆様と何て言いますか、こう、方向性を一緒にできればなと思ってあえて取り上げさせていただき

ましたので、ご理解いただきたいですし、教育委員さんは教育委員さんの立場として、いろんな場で

ご助言、そしてまたご意見等ちょうだいできればと思いますので、よろしくお願いします。私から以

上です。 

 

〇北村総務課長 

 そしたら、それぞれ委員さんの方から、何かございましたら、いただきたいと思います。 

 

〇亀川委員 

 市長がおっしゃること、非常に将来の子どもたちに財政的な面で非常に苦しい思いをさせたくない

というのも全く同感でして、やっぱりこれだけ多くの施設があるのをやっぱりこのままずっとという

のはとても無理だろうということで、思い切って、できるだけ早くっていうふうな、そういうふうな



気持ちは全く賛成です。ただ気になるのが方針の３番の中にある、住民サービスや地域のコミュニテ

ィを維持するように取り組みますというところで、まちづくり協議会だとか、そういったところに出

向いてっていうことで、取り組んでいくということなんですけども、やっぱりこれも南海大地震でど

うなるかというようなところなんかもやっぱり関連してきますし、それから次の議題になっている学

校等規模適正化とも合わせてですね、やっぱり震災が起きた後のまちづくりをどうするかっていう大

きなテーマとどうしても結びついてくるので、これ単独でどうしますかっていう話よりは、やっぱり

あの事前復興っていうような、そういった視点も入れて、ある程度個別的にやるよりは、全庁的なシ

ェアで、やっぱり事前復興と絡めて関連させてやっていくっていう、そこら辺のマネジメントも必要

なんじゃないかというふうに考えています。 

 

〇濱田市長 

 はい、よろしいでしょうか。 

 はい、ありがとうございます。 

本当におっしゃるとおりでありますし今の段階で令和８年度からですね、香南市事前復興まちづく

りのですね、計画を進めていく、来年度準備をする予定で、その準備の準備というか、今ちょうどそ

のことについて、それをうまくやはりまちづくりと、やはりこの公共施設マネジメントっていう切っ

ても切れないというか、当然同じことですから、やっぱそこは何て言いますか、リンクさしてという

か、それぞれの今出しているそしてまた進めておる計画の上にというか、大きな視点として、事前復

興まちづくりのまちづくりの事前復興計画というのは、念頭に置いて進めるようには考えております

ので、特に本日の５時に何もなければ、今回の南海トラフの注意というのは、一定終了するというふ

うに聞いておりますが、この１週間もう先週のちょうど４時３分のですね、その時から様々なこと

を、この１週間の間にも我々教育委員会、特に教育委員会含めてですね、様々な決断に迫られ、それ

は学校教育課もそうですし生涯学習課もこども課も、全ての課が教育長を先頭に、大きな決断を迫ら

れ、そしてまた、決断してきました。もう我々はそういった段階に一ステージ上というか、一つフェ

ーズを上げて、取り組まなければならないということは、たとえ今回の注意が、今日の５時に解除さ

れたとしても、それを念頭に、もう、いや応なく置いて、これからの様々な事業、施策には反映して

いかなければならないというのを今、教育長、副市長とは一緒に協議をしてまして、それをちゃんと

進めていきたいと考えておりますので、ご理解いただければと思います。 

 

〇北村総務課長 

他にございませんでしょうか。 

どうぞ。 

 

〇百田委員 

まあ生涯学習、教育委員会関係ですけど、例えば公民館は、公民館運営審議会がありますし、スポ

ーツだったらスポーツ審議会がありますので、またそこら辺のデータを取っていただいてどういう傾

向で、スポーツ施設は大体、ほとんど毎日利用があります。ただ公民館になれば、市長もご存じのと

おり、東川公民館より奥に二つありますし、もう舞川といえば公民館長も高齢になって、山北まで出

ておられる状態で、ますます過疎化が進む。そういった中での公共施設マネジメントは難しい面があ

ります。まちづくり協議会と公民館、生涯とのコミュニケーションをとりながら、ますます進めてい



って欲しいなと思います。 

今年の４月に、野市東コミュニティも開設しましたけど、利用率はどうなのかなと、なんかちょっ

とあんまり増えないような気がしますので、利用推進を図っていただけたらと思います。 

 

○山崎生涯学習課長 

個別の話となりますが、野市東防災コミュニティセンター、確かに３月末で完成しまして４月１日

から供用開始しております。４月１日の段階で公民館長は、決まっていたんですけども、再度、土

居、野地東、中ノ村地区ということで、もう１回協議をし直して、６月の末に、公民館長が決まりま

した。ここから運用していくという形で、今は事業展開というか、通常の地域の活動の場ですから、

地域の方々が利用していくためには、今予約は、市がその地域以外の人たちは止めております。原則

止めて、市の事業を別にし、どうしてもやらないといけない事業は別ですけれども、本来ならば地域

が使う場所ですから、地域を優先ということで、各々の総会とか、地域の総会なんかはもう、そこの

場所で、今後敬老会に向けても、こちらで実施するという話も聞いておりますので、徐々に事業展開

を進めていくようには考えております。 

まちづくり自治会と、市と今後の事業内容については決めていきたいと思っております。 

 

〇百田委員 

全ての部分において野市集中になってきて、中央公民館の利用者数等とその他の公民館１３施設の

利用者合計はもっと少ないんじゃないか、そういった意味で公民館が地域の中心にある子どもたちを

どうしていくかというところも考えながらやっていくにはやはり、まちづくり協議会とのコミュニケ

ーションをとりながら利用率をはかっていくように。また、震災対応を含めて、香南市としてどうい

ったまちづくりをするかという、グランドデザインみたいなものが、今後先こうやっていく、ああや

っていく、全てのことに関して、何かあればいいなとは思うんですけど。 

 

〇濱田市長 

はい、先ほど亀川委員の中でもありましたけど、やっぱりそこに切っても切れないっていうのがや

っぱり事前復興の視点というのがおそらくなければできないんじゃないかなと思ってますので、これ

まではややそういう事前復興という概念というか、東日本大震災以降、特にね、能登のちょっと前と

か熊本、そしてまたそれぐらいからこういう話が具体的に事前復興、まちづくりっていうのが出てき

てまだ国なんかも進めつつありますが、実際に集団で移転、高台移転する時の予算的な補助というの

もあまり綺麗に確立してなかったり、今ちょっとそれ、国も始めてますけど、こうやりながら進んで

いるような状況でありますので。そこに我々は県も今それに合わせて、事前復興計画というのを立て

るようにということで進めております。そういったものも、単独でなかなか進められるものじゃない

ので、やっぱ国、県の動向というか、補助、支援のあり方も含めて、まさしく百田委員のおっしゃい

ました、グランドデザインっていうかですね、そういったものを考えていくというかそれに、たどり

着くように、進めていかなくちゃいけないのかなというふうに考えてますが、今はちょっとその過渡

期というか、そういう状況じゃないかなと思ってます。 

 

〇百田委員 

臨時地震情報が出まして、それでまた、今までの想定したことと実際、臨時地震情報が出ての、今



までの対応で、机上でやってるんで、実際やってみると違うところもあると思うんで、その辺も含め

て、また公表してどうやっていくとかと、事前復興は別に香南市だけで先に進んで考えることができ

るんですよ。 

 

〇濱田市長 

 まあ、そこはやはりそのなかなかイメージとして事前復興というのは、どなたにも事前復興という

言葉はすごく、分かりやすいですし、必要であるって思うんですけど、やはり実際にとなるときに、

どの地域、どの方々とどちらにどのようにっていうのになるとやっぱり、相当な丁寧な話合いという

か、そしてまたその例えば本当に何戸単位で、どっかに移動したいとか、もう少し広い範囲で、町内

何丁目から、自治会レベルとか本当に様々あると思うしそれぞれ思いが違うところもあるので、一定

こう、何て言うのかそれを市主導というのは、やはり相当に困難であるし、やはりその中において、

できる限り、地域住民の方々の合意、そしてまたその中で、極力、意見の相違や争いというか、そう

いうことについての、ハレーションがないような形で、よっしゃみんなで事前復興どうするっていう

のをそれぞれが考えれるようなそういう理想になりますけど、そういうことを、どう我々がそういう

モチベーションにも持ってもらえるかっていうことがまず、我々がまずやらなければならないことじ

ゃないかなと、いうふうに考えてますので、そこは防災対策課とも話をしていきますし、本当にこれ

から、これ全庁挙げての話だと思いますが、問題からのご意見というか、お気持ちは、重く伝わって

おります。ありがとうございます。 

 

〇北村総務課長 

 他にございませんでしょうか。 

それでは次の議事に移ります。 

 それでは次の香南市学校等規模適正化等についてということで、まず市長から。 

 

〇濱田市長 

 これも先ほどの２番目の公共施設等マネジメントと同じで、どちらかというとこの香南市学校等の

規模適正化というもの等についてはですね、当然教育委員会が今進めていただいておりますので、私

は都度都度というか、今現状で進めていること全て報告を受け、話は聞いておりますし、どういった

ご意見があるかは当然目を通しておりますし、そういう話も聞いておりますが、これも先ほどと一緒

で、逆に言うと、今度はこっち市長部局が教育委員の皆様のですね、お声というか、お気持ちという

かご意見等をお聞きさせていただきたいですし、それはもうこれも個別の話じゃなくて、大きな方向

性として、教育委員会でやっぱり取り組んできていただいておることですから、ここは我々、私も、

やはり本当に何て言いますか、私自身が市民の皆様に非常に心苦しいのは、やはり、もっと市長の顔

が見えないという話も当然多くの方からいただいておりますが、この件につきましてはやはり、教育

ということ、学校そしてまた子どもたちへの影響ということを考えますと、私はどうしてももう少し

こう、広いといいますか、おっきなというか、全体としての視点でものを見つつ、見がちなところも

ありますので、やはりこれは専門の立場、そしてまた教育委員の皆様の取組というものを、しっかり

と見させていただいておるのが現状でありますので、そのところは、私からは、これまでどおり丁寧

に学校と向き合いながら、市民がその地域の方々、子どもたちにまず、子どもたちにとってというこ

とを念頭に置いてやっていただいておるのは当然でありますが、これからも引き続き、取り組んでも



らいたいというふうな気持ちで入れさせてもらいましたので、はい。 

 

〇北村総務課長 

資料の方が出ておりますが、この資料の補足説明をお願いいたします。 

 

〇門脇教育次長 

 学校等の規模適正化につきましては、昨年１０月に、学校等の規模適正化等基本方針を策定しまし

て、その後、各学校等ＰＴＡ役員会や学校運営協議会、また地区説明会などをしましたけれども、そ

の時点では、具体的な再編例が示されていなかったことから、基本的な市の考えを示すのみで、市民

の方からも深い、個別な意見をいただくような形にはなっていませんでした。 

参加された方からは、規模適正化と地震津波対策は別に考えるべきであるとか、津波浸水想定区域

内に学校を残して欲しいとか、学校が無くなれば地域が廃れるなどという意見が多く出てきました。 

教育委員会では、児童生徒の学習環境の向上のためには、一定人数の規模が望ましいこと、また近

いうちに必ず発生すると言われている南海トラフ地震の被害想定を考えた時、津波浸水想定区域内に

ある施設の子どもたちの命を守るためには、浸水想定区域外への編成が望ましいと考えていますが、

それを行うためには、様々な課題の解決や、地域や保護者の、理解協力を得る必要があります。 

そのため、具体的な再編案を検討するに当たって、更に多くの意見をいただきながら進めるべきで

あると判断をして、この４月から６月にかけて、意見聴取の用紙を配布して、市民の皆さんの理想と

する将来の保幼小中の在り方についてということでご意見をいただきました。 

それが、お配りをしている資料になりますが、合計１７３人の方から２０６件の意見をいただいて

おります。お一人で複数の項目について記載している場合は、それぞれ１件としてカウントをしてお

ります。いただいたご意見等は、規模、校区、津波対策、その他に分類して、統一意見は集約して意

見が多いものから順に並べて、市のホームページに公開をしております。ただし、現在の学校等に対

する要望など、規模適正化以外の意見もありましたので、そういったものについては掲載をしており

ません。 

いただいた意見は、資料の２－１となっておりますが、ホームページに掲載しているものは、同一

意見は集約をして、地域をまとめて掲載をしていましたが、本日お配りしたものは、地域ごとに集約

をしたものになります。 

また資料２－２は、これらの意見を地区別や、所属別に数字を集計したものとなっております。現

在の取組としましては、これらの意見や、今までにいただいた意見などを踏まえて、どのような再編

案をお示しするのか、提案いただいた案は実現可能か、課題は何かなど、教育委員会事務局や庁内の

関係課長等で組織する検討会議等にて、どういった案を作ったらいいのかという検討を進めていると

ころです。 

今後のスケジュールにつきましては、資料２－３のように計画をしております。年内にはホームペ

ージ等を通じて、複数の再編案をお示しし、そして年明けからそれらをたたき台にして、地域や団体

保護者等と、どういった姿が望ましいのか、検討を重ねていきたいと考えております。 

南海トラフ地震発生のことを考えると、時間的余裕もあまりありませんが、子どもたちにとって最

善の形となるように、地域や保護者の方と話合いを重ねていきながら、取組を進めていこうとしてい

るところです。 

説明は以上です。 



〇北村総務課長 

この意見等はホームページで出ちゅうやつとはまた違う。 

 

〇門脇教育次長 

並びを変えてます。 

 

〇北村総務課長 

 並びを変えちゅう。 

 ありがとうございました。 

 委員の皆様の方からご意見等をいただきたいと思います。 

 ございませんでしょうか。 

 

○亀川委員 

まずですね一つは、地震津波に対するやっぱり心配、保護者の心配っていうのは非常に強く、そし

て数も多く出ているということで、やっぱり規模適正化とそれから津波地震等分けて考えるべきって

いう、そういうご意見もあるんですけど、もう、やっぱりこれはなかなか分けて考えることは難しい

なと。やっぱり津波地震ということをやっぱり、核にしてっていうか、香南市の場合はその上での規

模適正化っていう捉え方をせざるをえないのかな。 

そう考えたときには、やっぱりかなりスピード感を持って、早い段階で、校区の見直しだとかって

いうのを進めていきながら、もう一つはやっぱり事前復興の中で、新しい学校を高台にっていうよう

なことが可能なのかどうかっていうようなところも踏まえて、やっぱり二段階ぐらい、すごく早い校

区の見直しと、それから将来的にどうするのかっていう、そこら辺のところを分けて考えざるをえな

いのかなっていうようなところが一つと、それから逆にもっと早く、保育所の、定員の見直しだと

か、それから浸水区域に通わせている子どもさんを通わせている保護者の方から、そこを何とか許可

してもらえないのかというような意見なんかについては、もっと早い、早く、規模適正化の動向と分

けて、結論を出していくっていうことも必要なのかなっていうふうに感じました。 

 

〇門脇教育次長 

教育委員会としましても、もちろん規模適正化という名前が付いてはいますが、津波浸水想定、防

災の観点は外すのは、やはり現実的には難しいなと考えていますので、今の臨時情報のこともありま

すし、緊張感を持って進めていきたいと考えております。やはりでも丁寧な説明は必要だと思います

ので、一方的なことにはならないように配慮しながらも、スピード感を持って、少なくとも体制的に

は整えながら臨んでいきたいとは考えております。 

また校区の見直しというか校区外申請のようなことにつきましても、やはり一定の要望が出ている

以上は、検討を進めていかなければならないと考えています。 

 

〇北村総務課長 

 他にどうぞ。 

 

〇森本委員 



アンケートの結果を見さしていただいて、まずとりあえず、意見をたくさんの人にお聞きするとい

うことで、もちろん具体的な話とかまだ決まってなくて、そこに対して何も詳細がないのに、分から

ないみたいなご意見もたくさんあるかと思うんですけども、それ１回目なのでしょうがないと思うん

ですけれども、ここの中で見て取れるような、大体保護者の方、地域の方は地域がちっちゃくなって

いくから心配だっていう方のご意見が多くて、それはそうだと思います。保護者の方、お子さん目線

で言うと、割と、もう説明されたことに対しては、しょうがない、納得はできる、ただ、心配されて

るのが、そのあとの具体的な、移動ですよね。香南市広いので。そこで先ほどの２番にも関係すると

思うんですけれども、公共マネジメントでも、何もなしでこう聞かれると、こう答えられないんです

よね。やっぱり一番心配なのは移動っていうことだと思うので、２番の公共マネジメントで言うと、

多分高齢者の方が利用されている、でも無くなったらじゃあ私たちも、ふれあいセンターまで遠い

し、もう何も無くなっちゃうとか心配っていう方がいらっしゃると思うのでたくさん。学校も、保護

者の方はやっぱりスクールバス。じゃあ移動はどうなるんだっていう、やっぱり、具体的な話を今か

らするのはまだ早いのかもしれませんけれども、そういった話がないと、なかなかこう気持ちが前に

向いていかないのかなと思いました。 

また次のアンケートなり、資料の時にはそういったお話をちょっと具体的に提示していただけると

わかりやすいかと思います。 

 

〇門脇教育次長 

資料の作成につきましては、この前の説明会の時にも、うちの方も十分説明ができるような体制で

もなかったですし、資料不足っていうのはよく言われてましたので、ちょっと業者さんに資料を分か

りやすい資料作成をするに当たって支援をしていただいて、いただいたような、スクールバスのこと

であったりとか、知りたい情報がなるべく分かりやすいものを作っていきたいと思っております。 

 

〇北村総務課長 

はい、ありがとうございました。 

他に。 

 

〇百田委員 

アンケート、それから、いろんなところでも聞き取りとか説明会等で幅広い意見、十分ではないで

すけど、いただいてる。多くの方の意見をいただくと多面的に、いろんな意見が出てきておりまし

て、当初の規模と配置をどうするか、通学をどうするかということ以外に財政的な問題とまちづくり

とをどうするかという話も出てますんで、再度しっかり整理してやっていただければと思います。 

あと、愚者は体験に学ぶじゃないですけども、私は徳王子小学校ですね、もう今は形も何もありま

せん。ちょうど５０年前に香我美小学校が統廃合をした時、当時の教育委員がまだおりますので、聞

いたところ、二つに絞る、一つにする。けど、岸本は香我美町の中心になるくらい発展するからも

う、岸本小学校は絶対、岸本小学校のままでいくと。岸本小学校と香我美小学校でそうなった時に、

岸本小学校に近い徳王子の人なんかは、岸本小学校行きたいという、いろいろなことがあって、バス

を走らす。本来なら４キロ以内が歩きのところを、２キロ以内を歩きにして、スクールバスをまわし

たということを聞いております。それもいろいろあります。 

あと、香我美中学校。前身が大忍中学校、あの頃は香宗、富家と香我美町で、そういった経緯もあ



り、校区も別れて今の状態になってということで。そんな、歴史もありながらのことを踏まえて、今

出ているような意見の中で、どうしていいか。徳王子も、小学校が５０年前に無くなりまして、何と

か公民館活動やっておりますし、山南も山北も西川も、文化伝統もしっかりまちづくりが頑張ってや

ってくれてますんで、いろんな心配が出てくるとは思いますが、いつ市長が前に出てきてくれるのか

なあと、思いつつ、もう最後は、「自らかえりみてなおくんば、千万人といえども我いかん」で腹くく

ってやっていただければと思います。よろしくお願いします。 

 

〇北村総務課長 

他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは次の議事に移らせていただきます。 

市長、説明をお願いします。 

 

〇濱田市長 

 それでは私からですね、今回食育についてということでお話をさせていただきます。資料、新聞記

事があるんで、もう読んでいただいた方もおられるかと思いますけど、先週の８月８日に、大阪府の

泉大津市という市の市長さんに来ていただきまして、香南市と泉大津市で農業の連携協定というのを

結びました。 

このおっきなその内容としましては、泉大津市大阪府にありますけど、その１４平方キロで７万

５，６千人の街ということで、そのうちの農地が２％しかないということで、ほぼほぼ、農業のない

町だということで、そこの市長さんが、今、今年なんか米不足になっておったりする、この食という

ものに非常に関心があり、大切にし、そしてまた、危機感というものもありまして、今、泉大津市内

では、学校給食で特別栽培米かそれ以上の有機米という農薬を少なくした米を使って提供しておると

いうことで、それを、いわゆる一般の卸しから買うのではなくて、直接、目の見える、目と目、そし

てまた、話し合える自治体同士で、そのやりとりができないかという話を昨年私受けまして、香南市

は幸いにも、農業公社が現在、学校給食ご承知のとおり、全ての米を作っておりますし、もちろん全

部で２１ヘクタール、農業公社が作ってるうちの、１３ヘクタールが学校給食、その残りはまだ余力

がありましたので、その部分を特別栽培米にできないものかということで、農業公社と話しまして、

無事、この４月に植えた米が、この７月末から取れまして、特別栽培米という米ができました。 

それをこれからですね、泉大津市に販売をする直接市同士で、売り買いをするということ始めまし

た。これ始めまして、実際に特別栽培米というのはいわゆる減農薬米といいまして、ざっくり言うと

通常の米の半分の農薬で作る米なんですけど、それをせっかくチャレンジをして作る一定の栽培がで

きましたので、これから来年の作付けから、今現在１３ヘクタール香南市内用に作ってる米も、全て

を減農薬米で作ろうというふうに、市減農薬米を香南市の給食に使おうというふうに考えておりま

す。それに向けて今準備をこれから、来年産に向けて始めます。 

それにつきまして、そういうこの特別栽培米という農薬の半分になった米を使うっていうことも含

めて、これからのこの２番目のポツになるんですけど、せっかくよりよいとされる米を、子どもたち

に提供するに当たって、やはり今、大きな課題の一つが残食が多いというふうに聞いておりまして、

それをいかに減らしていけるのか。せっかくいいものを作って提供しても食べてもらわないと、その

効果が出ないというか、意味がないわけであって、特に近年、やはりパン食なんかが多くなってる中

において、子どもたちの米離れみたいなのが進んでおるというふうに聞いておりますので、極力そう



いった残食というものを減らしていきたいということで、学校サイドに、その取組について、現状ど

のようになっておるかということをね、聞かせていただきたいし、それを教育委員の皆様とですね、

共有できればなと思いますので、このテーマを挙げさせていただきました。 

 

〇北村総務課長 

それでは給食センターかまいませんか。 

 

〇小松学校教育課長 

学校の取組、給食センターの方でも残食を減らす献立の工夫は、栄養士さんを中心にやっていただ

いているところですけれども、学校の取組に関しましては、担任はもとより、栄養教諭の方が訪問を

学校のほうにしてくれます。その際に栄養バランス必要な栄養価の指導を含め、できるだけ残さず食

べるよう、言葉がけとかをしてくれてます。 

また放送なんかを通して、お昼の放送でそういうことを伝えたりはしています。 

また最初の配膳の時点で、食缶に残らないように配膳し、その後減量したい子どもが食缶に戻す。

少し食べれる子は追加で増量するというようなことで対応していることがあります。個別におかわり

できる子どもに呼びかけて残食を減らすようにしておりますが、ある学校は６年生が総合的な学習の

時間に、ＳＤＧｓをテーマに学習をしていますので、食品ロスを減らすという観点から、残食ゼロコ

ンクールというのを学校で取り組んで、全校に呼びかけて実施したというような事案もあります。 

また小学校１年の給食の様子を、保育所の旧の担任に見に来ていただいて、それに食べれる量とい

うのを引き継ぎをしたことから、この子はもう少し食べる、最初は分からないので食べる量というの

を無理を課さないようにしてたんだけれども、引き継ぎ後、配膳量を増やしていったというようなこ

とがあります。 

学校によっては子どもはしっかりと食べられるので、残食がほとんどない小学校もあります。中学

校の方は担任と栄養教諭の方が訪問する際に栄養バランスについて話をしてくれています。月間の残

食量をデータ化し、グラフ化して教員生徒にフィードバックしています。 

また牛乳の飲み残しも結構あるけれども、その飲み残した分を生徒が集めていくというような、ち

ょっとやり方を工夫して変えたら、牛乳の残食が減ったというような回収の区分というか、それによ

って残食を少なくした実績もあります。そのように残食に向けていろいろ取組をしていますが、子ど

も各自、自分にとって食べる量に差があるということもあります。ということと、あと偏食傾向が上

がっているというような話も聞いています。データはないんですけども残食多くなってきてるってこ

とは、好き嫌いで残してるんじゃないのかという声も聞かれます。 

そのようなところですね。 

 

〇濱田市長 

いいですか。 

あとその給食の時間というのはどれぐらいあるでしょうか。 

 

〇小松学校教育課長 

小学校の方では準備も含めて、４０分ぐらい取ってます。中学校の方は２５分から３０分ぐらいで

す。 



これやっぱある程度時間が足りなくて食べれなくなっちゃう。その時はちょっと考慮して、時間押

してって言うたら考えないかんところですが、先程も言いましたように、なかなかこう、小学生の子

ども各自、自分にとって食べれる量とか体格とかがあって、食べきれないので時間がないというよう

な子もいます。 

 

〇濱田市長 

はい。よろしいでしょうか。 

やっぱり時々お聞きするのは４時間目が体育であったりしたときに、やっぱり、着替え等があっ

て、その給食の時間に食い込んでしまってですね、結局食べる時間が実質ほぼないというか、非常に

短くなるなんて話も、時々。やっぱり、ある一定時間がないと、当然ね、早く食べる子もおるでしょ

うけど、時間なくて食べれないっていうのがやっぱり一番。 

好き嫌いはもうアレルギーも含めて、やや仕方ないというか、それを、無理やり昔のように食べろ

というのは言えないんですけど、やはり最低限の時間というのを確保してあげるっていうことは、や

っぱりその食べる可能性が増える、一番おっきなことじゃないかなと思うので、そういうところをこ

れから、先ほど学校教育課長から話、また学校によって割と違う部分があるので、それをもっと学校

教育課含めて全市内の学校で共有するというか、それぞれいい取組というのは、お互い参考にしてい

ただいて、極力食べる時間の確保に努めてもらえたらなというふうには思いますが、どうでしょう。 

 

〇小松学校教育課長 

また時間の確保は、給食終わって、昼休みっていう形が多いと思うので、そこ臨機応変、時間を確

保するっていうことは大事なことだと思いますので、そこは各校声かけまして、またいい取組は共有

します。 

あと食育だよりを保幼小中食育推進運営委員会に作成してもらってますので、そういうところで紹

介をしてもらうとか、広報的にも進めていきたいと思います。 

 

〇濱田市長 

はい。 

やっぱりいいものを食べてもらいたいですし、特に冒頭のお話をさせていただきましたいろんな意

味において今、経済のこの物価高っていうのは、様々影響があります。食事、特にやっぱり食事の材

料食べ物の値段が高騰しており、材料もそう、野菜も値段上がっても、その生産者にだということは

別として、全体に他のお金が上がってる中で、唯一と言ったらおかしいですが、もう安定的に栄養と

その食事を確保できるというのはやっぱ学校給食ですから。そこがやはりしっかりと食べてもらう。

それぞれのご家庭で苦しい状況の中で、これまで、家の夕食で６品、７品食べれたのが、やっぱこの

物価高で例えば３品になる２品になるとかいうね、極端かもしれませんがそんなことだってあるかも

しれませんし、米不足で、米が手に入らなかってご飯の量が少なくなったりする可能性もあるわけで

あって、その中で我々が担保できるっていうのは、学校給食をよりよいものにして、しっかりと食べ

てもらうというか、食べさすというか、それがやはり我々にできる、できるというかやらなければな

らないことだというそういう認識を持って、教委そして、給食センターも当然持ってやってると思い

ますけど、そこはもう一度、念頭に置いて、やってもらえたらなと思います。 

 



〇北村総務課長 

それでは委員さんの方からご意見等いただけたらと思いますが、どうでしょうか。 

 

〇森本委員 

市長が今おっしゃったみたいに、給食っていうのは、学校生活、普通に子どもの生活の中で、大き

なところだと思うので、残飯っていうところですね、もう先生方もすごく工夫なさって、この中で作

らなきゃいけないから、牛乳のカロリーが高いのもあって、牛乳と何々とっていうふうになってると

思うんですけれども、やっぱりおいしいもの、おいしいものを工夫したもの、子どもたちに食べさせ

たいと思ってある程度の予算というのが必要かと思いますので、この経済でね、いろんなものが値上

がりしてる中、保護者さんに、値上がりをこうね、言いたくないとか、もうそういうのもありますけ

れども、でも子ども、親の気持ちとしては、おいしいもの食べさせていただいてる、それがこれぐら

い上がりますよっていうので、理解するところもたくさんの方が理解していただけると思うので、そ

の辺も併せて、また考えていっていただければと思います。 

 

〇北村総務課長 

 他に、ご意見等ございませんでしょうか。 

 

〇亀川委員 

 質問なんですけども、その特別栽培米にすることによって、今の経費と比べて、どの程度プラス高

くなるのかってそれが他の給食の食材の仕入れなんかに影響して質が低下するとなると、子どもたち

もがっかりだろうし、そこら辺の見通しなんかは。 

 

〇濱田市長 

それはですね、まだ詳細には出ておりませんが当然上がる可能性はあります。実は技術的に言うと

手間かかるんですけど、逆に言うと、農薬の量半分になるわけですから、その分の農薬代は半分にな

るという風な考え方もあってですね、まだちょっと全てが出てませんが、そう当然上がる可能性もあ

ります。しかし、そこはですね、その部分はもう極力ですね給食費に値上げという形にしないよう

に、やるつもりでやっております。 

 

〇北村総務課長 

他にございませんでしょうか。 

 そしたらですね、準備しておりました記事につきましては、全て終わりました。 

その他ということで、この際ございましたら、お願いをいたします。 

 

〇濱田市長 

はい。いいですか。 

私がちょっとこの夏のですね、やはり暑さということで、今先ほどの百田委員の話もありましたけ

ど、実際今お盆のシーズンで部活動等はやってませんけど、特に、体育館を使用するスポーツはです

ね、文化系のクラブとなると、エアコン等施設でできますけれども、バレーボールだったりバスケッ

トボールであったり、卓球部もそう、非常に本当に、厳しい環境下でやられておりますがそこんとこ



ろなんかこう、各学校からですね、対策というかそういうのっていうのは、その問題点なんていうの

は、学教の方に上がってないですか。 

 

〇小松学校教育課長 

それぞれの学校でもう、時間帯を考えたり、休憩を入れることについては、やってくれてると思い

ますが、本当に大変だと思います。異常な暑さになってますので、やっぱり体育館のそれこそ防災と

も関連しても、空調とか冷房を入れるというようなことになってきたら、大分学校も助かるし、とい

うことになると思うんですね。調査として今年予算立てをして、体育館の規模によってどれぐらいお

金かかるかってことも調べてる段階ですけれども、安芸なんかはポンと入れましたので。 

 

〇濱田市長 

中学校がもう新しくなりましたので、もう本当に快適だという。 

 

〇小松学校教育課長 

そしたら今回この緊急地震が出たときに、あそこが避難所となって子どもたちを入れれるとか決め

れるというようなところにやっぱそういうところにつながるなと思っておるところです。 

 

〇濱田市長 

 やはり私も自分の体験上そうです。スポーツやってましたし。今もやってるんで、あれですけど。 

子どもたちも当然暑い中やるっていうのが、もう暑い中でもやりたいと、それがこうなんていうのか

な、逆に言うと、その中でやる子どもたちって不思議なもので苦しい環境化っていうのを、大人やっ

たら、やめたい休みたい、逃げたいんだけど、子どもたちはそれをバネにして頑張ってしまうところ

があるし、それ監督たちもそうだと思うんです。部活の顧問、熱心な人ほど。だから逆に言うとそれ

を止められるというのは学校の校長であったり、学教であったり、私もその一人かもしれませんが、

そういう意味において、一定本当に何て言うのか、無理を極力しないようにすることっていうのは、

嫌われても我々の仕事じゃないかなと私は思ってるので、そこのところは、現場の声は大切にしなが

らも、一定どっかの段階で、もう本当に厳しいことにしたり、報告が上がったら、大胆に取り組んで

もらいたいと思いますので、そこはちょっとお願いっていうか、そういうことを私は考えておりま

す。 

 

〇小松学校教育課長 

昨年度は香南市でも熱中症のガイドラインを作成しました。なお今年、高知県の方からもガイドラ

インができて、さらに香南市のガイドラインに付け加えながら早くから取り組んでいるところです。

子どもの命を第一優先に考えて対応していきたいと思います。 

 

〇北村総務課長 

 他にございませんでしょうか。 

 そしたら、以上をもちまして、香南市総合教育会議を終了いたします。 

ありがとうございました。 


